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     ◎開会の宣告                      （午前１０時００分） 

○議長（佐藤孝義君） おはようございます。 

  当局より、総務企画課長、増田栄助君、保育所長、梁取洋一君の欠席の届けがありました。 

  定足数に達しましたので、ただ今から令和６年只見町議会９月会議を開会します。 

  上着の脱衣を許可いたします。 

 

◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎開議の宣告 

○議長（佐藤孝義君） 直ちに本日の会議を開きます。 

 

◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎会議録署名議員の指名 

○議長（佐藤孝義君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、議長において、９番、矢沢明伸君、

１０番、鈴木好行君の両名を指名いたします。 

 

◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎議長の諸般の報告 

○議長（佐藤孝義君） 日程第２、議長の諸般の報告を行います。 

  報告の内容は配付しました報告書のとおりであります。 

  ご覧いただきます。 

 

◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎町長の行政諸報告 

○議長（佐藤孝義君） 日程第３、町長の行政諸報告を行います。 
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  これを許可します。 

  町長、渡部勇夫君。 

          〔町長 渡部勇夫君 登壇〕 

○町長（渡部勇夫君） おはようございます。 

  令和６年９月会議の行政諸報告をさせていただきます。 

  １、町職員の異動について。 

  令和６年９月１日付で、以下のとおり異動辞令を発令いたしました。  

  所属課等及び職名、氏名、異動内容と、それぞれ記載がございます。この５件につきまし

て、記載のとおり異動辞令を発令いたしましたので報告させていただきます。ご覧いただき

たいと思います。 

  ２、五十嵐拓氏の叙勲（旭日単光章）受章について。 

  長年にわたり町議会議員として町勢の進展と住民福祉の向上に尽力されるなど、地方自治

の振興発展に寄与された五十嵐拓氏のご功績に対して叙勲（旭日単光章）が決定され、令和

６年９月５日に会津若松市において伝達いたしました。 

  ３、第６５回福島県農業賞の受賞について。 

  叶津の佐藤泉太さんが、第６５回福島県農業賞、農業経営改善部門を受賞されました。高

齢化によって耕作が困難となった地域の水田を集積し、水稲栽培とどぶろくの製造販売で付

加価値の高い農業経営を行われていることなどが評価されたものです。表彰式は福島市で９

月２日に行われました。 

以上でございます。 

○議長（佐藤孝義君） これで行政諸報告は終わりました。 

 

◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎議案一括上程 

○議長（佐藤孝義君） 日程第４、議案の一括上程を行います。 

  議案第５７号から報告第８号までを一括上程します。 

 

◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇ 
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     ◎提案理由の説明 

○議長（佐藤孝義君） 日程第５、町長に提案理由の説明を求めます。 

  町長、渡部勇夫君。 

          〔町長 渡部勇夫君 登壇〕 

○町長（渡部勇夫君） ただ今、令和６年９月会議に提出いたしました議案につきまして、一

括上程されましたので、審議に先立ち提案理由を説明いたします。  

  議案第５７号 只見町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例につきましては、行政手

続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴い、マイナン

バーの利用範囲の拡大について所要の改正をお願いするものであります。  

  議案第５８号 只見町税条例の一部を改正する条例につきましては、私立学校法等の改正

に伴う所要の改正及び令和６年能登半島地震災害に係る雑損控除の特例の追加をお願いする

ものであります。 

  議案第５９号 只見町税特別措置条例の一部を改正する条例及び議案第６０号 只見町特

定復興産業集積区域における町税の特例に関する条例の一部を改正する条例につきましては、

東日本大震災復興特別区域法における課税の特例の適用期限の延長に伴い、所要の改正をお

願いするものであります。 

  議案第６１号 只見町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例につ

きましては、ひとり親家庭の定義について、所要の改正をお願いするものであります。  

  議案第６２号 只見町犯罪被害者等支援条例につきましては、犯罪被害者等基本法に基づ

き、犯罪被害者等支援に関する理念など基本的な事項を定めるものであります。  

  議案第６３号 只見町国民健康保険条例の一部を改正する条例につきましては、行政手続

における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の改正により被保険者証

が廃止されることに伴い、所要の改正をお願いするものであります。  

  議案第６４号 令和６年度只見町一般会計補正予算（第４号）につきましては、歳入歳出

それぞれ１億９，９８３万７，０００円を追加し、歳入歳出総額を６３億６，８６７万２，

０００円とするものであります。  

  歳入予算については、町税のうち個人町民税の当初賦課確定による増額、普通交付税額の
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確定による増額、定額減税に伴う減収補てん特例交付金と物価高騰対応重点支援地方創生臨

時交付金の増額、新型コロナワクチン接種助成金の増額補正及び基金繰入金の減額補正が主

な内容であります。  

  歳出予算については、総務費のうち、一般管理費では道路改良に伴う案内看板の移設費１

０９万１，０００円、情報システム管理費ではパソコン購入費３２８万９，０００円、交通

安全対策費では踏み間違いによる事故を防止するための急発進防止装置購入費補助金２０万

円の増額、賦課徴収費では定額減税しきれない方への調整給付金２，８００万円の増額補正

をお願いしております。 

  民生費の児童措置費では、高校生までの支給拡大に伴う児童手当１６７万５，０００円の

増額補正をお願いしております。   

  衛生費では、予防費において、６５歳以上の高齢者等のワクチン接種の負担軽減を図るた

め新型コロナウイルスワクチン接種委託料１，５８１万５，０００円の増額、環境衛生費に

おいて、入叶津地区の国道２８９号改良工事に伴う補償対象者の住宅移転用地に係る浄化槽

排水管布設工事費２２０万円の増額補正をお願いしております。 

  農林水産業費のうち、農業振興費では、大倉堰の改修に向けた保全計画策定に伴う事前調

査業務委託料１１６万４，０００円、農地費では、二軒在家地区の農地改良に伴う優良農地

確保支援事業補助金２８０万円の増額補正をお願いしております。  

  商工費の商工振興費では、物価高騰に対する経済対策として町内利用商品券発行事業委託

料４，０２７万１，０００円の増額補正をお願いしております。  

  土木費の道路維持費では、除雪機械に係る消耗品６５８万５，０００円の増額補正をお願

いしております。 

  消防費の非常備消防総務費では、入叶津地区及び宮渕地区の防災行政無線パンザマスト立

替工事費１，３９２万６，０００円、入叶津地区の消防ポンプ車庫の移設工事費１４１万９，

０００円の増額補正をお願いしております。 

  教育費の文化財保護費では、旧長谷部家住宅の屋根修繕工事費２０３万５，０００円の増

額補正をお願いしております。 

  公債費では、臨時財政対策債の繰上償還費として４，１９８万４，０００円の増額補正を

お願いしております。 

  以上、主な内容を申し上げましたので、よろしくお願いいたします。  
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  議案第６５号 令和６年度只見町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につきま

しては、国庫補助金を財源としてマイナ保険証に対応するためのシステム改修委託料の増額

補正をお願いするものであります。 

  議案第６６号 令和６年度只見町国民健康保険施設特別会計補正予算（第１号）につきま

しては、歳入では予防通所リハビリサービス給付費の増額補正を、歳出では、診療所の屋根

修繕費の増額補正をお願いするものであります。 

  議案第６７号 令和６年度只見町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）につきまして

は、歳入では介護保険料の本算定に伴う補正を、歳出では、認定審査会共同設置負担金の確

定に伴う減額補正及び事務費等の精算に伴う操出金の増額補正をお願いするものであります。 

  認定第１号から認定第１０号までの１０議案は、各会計の令和５年度決算の認定をお願い

するものであります。 

  一般会計、特別会計を含めた総額は、歳入で８７億２，１００万円余り、歳出が８４億７，

８００万円余りで、歳入歳出差引額は２億４，３００万円余りになっております。 

  なお、各会計の歳計剰余金につきましては、６月会議で報告したとおり処理しております。  

  次に、各会計の特徴点を申し上げます。 

  一般会計につきましては、町税は前年度対比で２．６パーセントの減となりました。税目

別では、町民税が１１．１パーセントの減、固定資産税が０．３パーセントの減、軽自動車

税が２．２パーセントの減、たばこ税が０．１パーセントの減となり、入湯税においては１

３．０パーセントの増となっております。 

  地方交付税は前年度との決算額対比では約１億１，７００万円余、３．５パーセントの減

となり、特別交付税が１億８，８００万円の減となりました。歳入決算に占める地方交付税

の割合は前年度の５４．８パーセントから５４．２パーセントとなっております。  

  国庫支出金は、子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金や臨時道路除雪事業費補助金の減

少により、前年度対比では１７．８パーセントの減となりました。 

  県支出金は、産地パワーアップ事業補助金の減少により、前年度対比で８．５パーセント

の減となりました。 

  財産収入は、観光まちづくり協会出資金返還金の減少により３０．５パーセントの減とな

っております。 

  繰入金は、地域振興基金を地域公共交通運行事業や克雪対策事業等に充当したことにより、



- 10 - 

 

３２．９パーセントの増となりました。 

  町債は、消防庁舎更新事業による緊急防災・減災事業債の増加により、前年度対比で５．

７パーセントの増となりました。 

  次に歳出ですが、目的別に主なものを申し上げます。 

  まず、総務費は、前年度対比で７．２パーセントの減になりました。これは機構改革に伴

う予算の組み換えにより減少したものであります。 

  民生費は、電力・ガス・食料品等価格高騰対策重点支援給付金や介護老人保健施設特別会

計操出金等の増加により、前年度対比で７．８パーセントの増となりました。  

  衛生費では、新型コロナウイルスワクチン接種経費や南会津地方環境衛生組合負担金が減

少したものの、保健福祉センターの昇降機設備改修工事等の増加により、前年度対比で２．

０パーセントの増となりました。 

  労働費においては、雇用促進奨励助成金の減少により、前年度対比で５４．６パーセント

の減となりました。 

  農林水産業費では、各種の農業振興対策補助金が減少したものの、県営ほ場整備に関する

経費や薪エネルギー推進費の増加により、前年度対比で１５．６パーセントの増となりまし

た。 

  商工費は、前年度対比で３．９パーセントの減になりました。これは機構改革に伴う観光

費の増加があったものの、駅前賑わい創出事業の施設整備費等の減少によるものであります。 

  土木費は、町道除雪費及び公営住宅整備事業等の減少により、前年度対比で２７．５パー

セントの減となりました。 

  消防費は、消防庁舎更新事業に伴う広域市町村圏組合消防費負担金の増加により、前年度

対比で２７．５パーセントの増となりました。 

  教育費は、前年度対比で１２．９パーセントの増になりました。これは主に機構改革に伴

う公民館費の増加によるものであります。 

  災害復旧費は、前年度対比で５６．４パーセントの減になりました。これは農地災害復旧

工事の減少によるものであります。 

  次に、性質別に申し上げます。 

  義務的経費につきましては、前年度対比で４．６パーセントの増となりました。内訳別で

は人件費が８．３パーセントの増、扶助費が１５．３パーセントの増、公債費が２．８パー
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セントの減となりましたが、扶助費は電力・ガス・食料品等価格高騰対策重点支援事業の増

加によるものであります。 

  投資的経費につきましては、前年度対比で３０．７パーセントの減となりました。内訳別

では、補助事業において橋梁長寿命化修繕工事等により６．３パーセント増加しましたが、

単独事業において駅前賑わい創出事業や公営住宅整備事業の完了により４０．４パーセント

の減少となりました。災害復旧費は前述のとおり、農地災害復旧事業の減少により５６．４

パーセントの減となっております。 

  財政運営上の各係数のうち代表的な経営収支比率は８６．２パーセントで、前年度対比で

２．２ポイントの増となっております。また、財政健全化審査の指標である実質公債費比率

３ヶ年平均は４．０パーセントとなっており、前年度対比で０．８ポイントの増となってお

ります。 

  公債費に充当された一般財源の比率を示す数値である公債費負担比率については、前年度

と同様１５．２パーセントとなり、財政運営上危険ラインとされる２０パーセントを下回っ

ております。 

  地方債の残高は一般会計で６２億５，８００万円余りになり、前年度に比べ約５，８００

万円余りの減、特別会計を含む全会計では７，７００万円余りの減となっております。  

  国民健康保険事業特別会計につきましては、国民健康保険税収入が１８．５パーセント減

の５，７００万円余りとなりました。 

  歳出では、保険給付費が２７．７パーセント増の３億円余り、県納付金が９．１パーセン

ト減の９，４００万円余りとなっております。 

  国民健康保険施設特別会計につきましては、診療収入は、入院収入が２７．１パーセント

の減、外来収入が１０．１パーセントの減、歯科外来収入が１０．８パーセントの増、その

他の診療収入が２２．８パーセントの減となり、全体では１４．７パーセントの減の２億２，

０００万円余りとなりました。 

  歳出では、診療所費の総務費で２５．１パーセントの減、医業費で１．４パーセントの減、

給食費で５．７パーセントの減となっております。 

  後期高齢者医療特別会計につきましては、後期高齢者医療保険料収入が前年度対比で６．

１パーセント増の５，３００万円余りとなりました。 

  介護保険事業特別会計につきましては、介護保険料収入が前年度対比で０．１パーセント
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減の１億１，８００万円余りとなりました。 

  歳出の保険給付費では、居宅介護サービス給付費及び施設介護サービス給付費が増加し、

前年度対比で５．６パーセントの増となり、地域支援事業費については１６．３パーセント

の減となりました。 

  介護老人保健施設特別会計につきましては、サービス収入全体では前年度対比で９．２パ

ーセント増の１億６，６００万円余りとなりました。 

  歳出では、総務費の一般管理費で０．７パーセント減の２億６，０００万円余りとなって

おります。 

  知己包括支援センター特別会計につきましては、令和５年度から地域包括支援センターの

運営を委託することとし、決算額では前年度対比４７． 

失礼しました。これ、誤植があります。４７．３パーセントの減となっております。大変

失礼いたしました。 

  簡易水道特別会計につきましては、水道使用料が前年度対比で０．７パーセントの増とな

りました。 

  歳出では、一般管理費で公営企業会計法適用に伴う委託料の増加により８．６パーセント

の増、維持費で電気料や施設管理委託料の減少により、これも、後のゼロが不要でありまし

て、大変、重ね重ね失礼ですが、１９．７パーセントでございます。の減、設備整備費が只

見地区排水管布設替工事の増加により２３６．８パーセントの増となっております。  

  集落排水事業特別会計につきましては、施設使用料が前年度対比で０．２パーセントの減

となりました。 

  歳出では、総務管理費で需要費及び施設保守委託料等の減少により１１．１パーセントの

減、施設整備費が梁取地区処理施設の統合事業による４４．４パーセントの増、公債費が２．

７パーセントの増となっております。 

  朝日財産区特別会計につきましては、財産収入、繰越金を財源として財産区の管理業務を

行いました。 

  報告第４号 令和５年度只見町の健全化判断比率について及び報告第５号 令和５年度只

見町の資金不足比率については、町監査委員の審査結果について報告するものでございます。 

  報告第６号 株式会社会津ただみ振興公社の経営状況について、報告第７号 株式会社季

の郷湯ら里の経営状況について、報告第８号 只見特産株式会社の経営状況については、そ



- 13 - 

 

れぞれの法人の決算状況を報告するものであります。 

  以上、一括上程されました議案の概要を説明申し上げましたので、よろしくご審議のうえ、

議決くださいますようお願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（佐藤孝義君） 提案理由の説明は終わりました。 

 

◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎請願・陳情付託 

○議長（佐藤孝義君） 日程第６、請願・陳情付託を行います。 

  本日までに受理した請願・陳情は、お手元に配付しました請願・陳情文書表のとおりであ

ります。 

  これを所管の常任委員会に付託したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（佐藤孝義君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、請願・陳情文書表のとおり付託することに決定いたしました。 

 

◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎各委員会所管事務調査報告 

○議長（大塚純一郎君） 日程第７ 各委員会の所管事務調査報告について、各委員会の調査

結果報告を求めます。 

  最初に、総務常任委員会、矢沢明伸委員長の報告を求めます。 

  委員長は登壇願います。 

  ９番、矢沢明伸君。 

          〔総務常任委員長 矢沢明伸君 登壇〕 

○総務常任委員長（矢沢明伸君） 総務常任委員会所管事務調査報告を申し上げます。 

  本委員会の所管事務調査事項について、調査経過並びに結果を下記のとおり報告します。 

  １、所管事務調査項目。（１）人口減少対策に関する調査。（２）教育の振興に関する調査。
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（３）新たな自主財源確保に関する調査。（４）医療・福祉に関する調査。（５）事務の適正

管理と職員の健康管理に関する調査であります。 

  ２番目の調査の経過及び結果でありますが、記載のとおり調査事項、所管事務に関する調

査であります。それから調査方法、事務調査。それから調査日については記載のとおりであ

ります。出席委員についても記載のとおりであります。 

  ３番目、結果でありますが、朝日診療所については、常勤医師が不在となる見込みの中で、

医療体制の確保と診療体制等をわかりやすく、遅滞なく町民へ情報周知することなどを求め

てきました。現在、福島県立医科大学等からの医師の派遣を受け、平日の診療体制は確保さ

れているが、１０月以降の医師の体制や休日・夜間等の診療状況等を含め調査を継続する。 

  併せて、只見町医療・介護・福祉の在り方検討会については、朝日診療所の医療体制が安

定していない中、実質の検討に至っていない状況であるため継続して調査します。 

  認定こども園については令和７年４月に開所予定であります。今後の運営体制等含めて継

続して調査する。 

 以上であります。 

○議長（佐藤孝義君） 委員長報告は終わりました。 

  ただ今の委員長報告に対して、お聞きしたいことはありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶものあり〕 

○議長（佐藤孝義君） なし。 

それでは、これをもって報告済みといたします。 

  続いて、経済常任委員会、小沼信孝委員長の報告を求めます。 

  委員長は登壇願います。 

  ７番、小沼信孝君。 

          〔経済常任委員長 小沼信孝君 登壇〕 

○経済常任委員長（小沼信孝君） 経済常任委員会所管事務調査報告を行います。 

  本委員会の所管事務調査事項について、調査経過並びに結果を下記のとおり報告いたしま

す。 

  １、所管事務調査事項。（１）地域経済・生活環境の振興及び対応に関する調査。（２）第

三セクターによる新会社設立運営に関する調査。（３）ＪＲ只見線、国道２８９号線の開通に

伴う観光振興に関する調査。（４）薪エネルギー事業による森林資源の活用と地域振興に関す
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る調査。 

  ２、調査の経過及び結果。（１）調査事項、所管事務に関する調査。（２）調査方法、事務

調査。（３）調査日、（４）出席委員については記載のとおりでございます。 

  ３、調査経過及び意見。 布沢町集落水道組合より生活用水の度重なる枯渇問題が起こっ

ている現状を改善するために井戸新設工事の要望陳情があったことから、６月４日の現地調

査を行い、沢水による生活用水確保をしている現状であった。また、生活様式の変化により

不足する水量の現状を確認。生活用水ということを鑑み早急な対応が必要であると判断し、

町当局には迅速な対応を求め陳情は採択とした。 

  駅前複合施設建設計画については多くの意見が出されており、町にとっても重要な事業で

あることは明白であり、今後もしっかり審議をしていく。 

  薪エネルギー利活用事業については、いくつかの意見が出されている中、薪ボイラー設置

事業の急を要した事業説明は非常に遺憾であるとしか言えない。明確な調査、審議ができる

ように丁寧な事業説明を求める。 

  以上でございます。 

○議長（佐藤孝義君） 委員長の報告は終わりました。 

  ただ今の委員長の報告に対し、お聞きしたいことはありませんか。 

  ４番、菅家忠君。 

○４番（菅家 忠君） では、委員長のほうに２項目質問させていただきます。 

  まず一つは駅前複合施設建設計画というふうに記載がございまして、私の把握している限

りは現段階では基本構想と基本計画が当局から示されているというふうに承知をしておりま

す。この段階、作るうえでは４段階で当局のほうからは、４段階踏まえて進めていくという

ところでございまして、計画まできている段階でございまして、そのベースになりました構

想ですね、構想が委員会で良いのか・悪いのかというような方向付けは決定されたのでしょ

うか。 

○経済常任委員長（小沼信孝君） 今の質問にお答えいたします。 

  決定したかということでございますが、委員会としては決定はしておりません。 

○議長（佐藤孝義君） ４番、菅家忠君。 

○４番（菅家 忠君） もう１項目お伺いします。 

  薪エネルギーの調査報告についてであります。こちらはですね、薪ボイラー設置事業の急
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を要した事業説明というふうに記載がございますので、私としては２年前から示されている

ところというふうに思っておりますので、委員会のほうで急を要したというふうに決定され

たというところの背景のところをもう少しご説明いただけるでしょうか。 

○議長（佐藤孝義君） 委員長。 

○経済常任委員長（小沼信孝君） この急を要したということでございますが、委員会、５月

２７日に行いましたが、その際もいくつかの意見がございました。それに対してまったくま

あ、審議をすることなく、急遽、８月２３日ですか、委員会を開いていただきたいというこ

との申出がありまして、それからまあ、本日も全員協議会において事業の説明をしたいとい

うことでありますので、先ほどおっしゃられたように非常に前に予算は可決しておりますが、

その間、時間が相当あったと思います。ですからやはり、委員会としてはしっかりとした審

議を尽くして議案を提出していただきたいということ、事業をやっていただきたいというこ

とを踏まえて申しておるつもりで報告いたしました。 

  以上ということで、よろしくご理解願いたいと思います。 

○議長（佐藤孝義君） ほかにございませんか。  

  ３番、酒井右一君。 

○３番（酒井右一君） 薪エネルギー、とりわけボイラーの設置についての説明だったのでし

ょうか。そして、その説明は、いわゆる計画段階で、こういう手法があるよという説明だっ

たのでしょうか。そうではなくて、委員会に対して、そういった説明の下に予算化して議会

提案をするというような含みを持った提案だったのでしょうか。委員会でその辺の感覚はど

のようにお持ちになったか、 

○経済常任委員長（小沼信孝君） もう一回、今のところ。最後のところちょっと。 

○３番（酒井右一君） もう一回申し上げます。 

  薪エネルギーについて、説明があったという中で、その説明の趣旨は薪エネルギーの技術

的な、あるいは、どこに、どう設置すると、こういったメリットがあるとか、そういった技

術的な、計画段階においての技術的な説明だったのか。それとも、委員会に対して、この薪

ボイラー設置、薪エネルギーに基づくボイラーの設置、これについて予算化するという前提

での説明だったのか。お知らせ、ある程度、委員会の雰囲気でも結構ですので教えていただ

きたいと思います。 

○議長（佐藤孝義君） 委員長。 
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○経済常任委員長（小沼信孝君） ありがとうございます。 

  委員会として説明を受けた部分については、５月２７日の際に、建設場所、建設場所につ

いて新たな場所を検討して設計を作って説明はあったわけでございますが、湯ら里の温泉施

設からかなり離れている場所でありますので、距離の問題だったり、そういったことを委員

会では指摘をして検討されるようにという話をしたわけでございます。今おっしゃられたよ

うに、事業の、設計事業というか、建設事業について説明があったと認識しております。 

○議長（佐藤孝義君） ほかにございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶものあり〕 

○議長（佐藤孝義君） なしと認めます。 

それでは、これをもって報告済みといたします。 

委員長、席にお戻りください。 

  次に、広報広聴常任委員会、菅家忠委員長の報告を求めます。 

  委員長は登壇願います。 

  ４番、菅家忠君、登壇ください。 

          〔広報広聴常任委員長 菅家忠君 登壇〕 

○広報広聴常任委員長（菅家 忠君） 広報広聴常任委員会所管事務調査報告書を述べます。 

  本委員会の所管事務調査事項について、調査経過並びに結果を下記のとおり報告いたしま

す。 

  １、調査事項。（１）議会広報公聴の充実に関する調査。（２）議会報告会並びに一般会議

に関する調査。（３）議会だよりの編集・発行に関する調査。（４）議会の開かれた情報発信

の調査研究。（５）議会のＩＣＴ化に向けた調査研究。 

  ２、調査の経過は記載のとおりでございます。 

  ３、調査経過を申し上げます。 

  令和７年４月１日を目標に、町当局・議会ともに公式にダブレット運用を目指すことを委

員会で可決した。今後は議会運営委員会、全員協議会などでも協議の場を広げていく。 

  ＩＣＴ化に関する調査結果は、文書とは、紙だけでなくデータも含まれる、である。町当

局からは、議案書の取り扱いを紙からデータに変更することは直ちに可能である。また現在

では文書データに関する法律も整備されていると回答があった。 

  議会事務局が議会中継用に運用しているＹｏｕＴｕｂｅのＧｏｏｇｌｅアカウントとＬＧ
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ＷＡＮ回線での具体的な運用案を当局に示したところ、運用にあたり問題ないと確認できた。 

 条例・会議規則の改訂等の、今後やることのリスト化とスケジュールが完成したため、目標

達成に向けて結果を積み上げていく。 

  議員間で情報管理におけるセキュリティ、リテラシーの練度に現在では差があるため、広

報委員会主催による勉強会を町当局と合同で開催し、議会全体で合意形成を図りながら両輪

で自治体ＤＸを推進する。 

  以上であります。 

○議長（佐藤孝義君） 委員長の報告は終わりました。 

  ただ今の委員長報告に対し、お聞きしたいことはありませんか。 

  ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶものあり〕 

○議長（佐藤孝義君） なしと認めます。 

それでは、これをもって報告済みとします。 

委員長はお戻りください。 

  次に、議会運営委員会、酒井右一委員長の報告を求めます。 

  委員長は登壇願います。 

  ３番、酒井右一君、登壇願います。 

          〔議会運営委員長 酒井右一君 登壇〕 

○議会運営委員長（酒井右一君） 議会運営委員会所管事務調査広告を申し上げます。 

  本委員会の所管事務調査について、経過並びに結果を下記のとおり報告いたします。 

  議会運営に対して、非常にあの、大切な会議でありますものですから、内容については丁

寧に審査・調査したつもりでございます。 

  まず、１、所管事務調査事項。議会の運営に関する調査。次、議会の会議規則、委員会条

例等に関する調査。３として、議会改革推進に関する調査。４、議会機能並びに運営の充実

を図るための施設整備に関する調査。５、議長の諮問事項に関する調査。 

  調査の結果。経過及び結果は、２番ですが、６月１２から９月４日まで、議会運営に関す

る調査・検討をしてまいりましたのでご覧になってください。 

  なお、この中で、いわゆる議会運営に関わる部分として、６月２８日、所管事務調査の中

の、議員のなり手不足について、どうしたものだろうかなということで、それぞれ皆さんが



- 19 - 

 

たのご意見を伺いました。伴い、行政視察についてという論議もなりました。 

  ８月５日。これも所管事務調査ですが、やはり議員のなり手不足について、将来の只見町

議会に懸念がありますので、これについてさらに調査を詳細に行いました。それから議会改

革についてですが、先ほど広報委員会が進めていらっしゃるような内容について、これ、当

局と言い方合わせたものなんですが、電子情報処理組織の活用についてということで、これ

についても調査をいたしました。 

この調査経過及び結果については以上のような内容でありますので、なお、ご覧になって

いただきますようお願いいたします。 

以上であります。 

○議長（佐藤孝義君） 委員長報告は終わりました。 

  ただ今の委員長報告に対し、お聞きしたいことはありませんか。 

  １０番、鈴木好行君。 

○１０番（鈴木好行君） 今ほど委員長報告にございました、議員のなり手不足についてとい

うことと議会改革について、電子情報処理組織活用についてということで、今ほどの説明で

は皆さんの意見を伺いました、議員の皆さんの意見を伺いましたということでございます。

今後、その意見を伺って、結果をどのように計画されているのかなというのと、同じく電子

情報処理組織活用についても、委員会の中で各委員の意見を伺って、その後、どういうふう

な形で委員会としておまとめになるのかなというお考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（佐藤孝義君） 委員長。 

○議会運営委員長（酒井右一君） まず二つの視点がありまして、いずれそのなり手不足につ

いても一朝一夕に、簡単に答えが出るものではないと。これあの、いわゆる立候補される方、

されようと思っている方、そういった方々がどういう感覚をお持ちなのかということも含め

て綿密に調査しました。これについては議会運営委員会で最終的な結論を出して、どうだこ

うだということにはならない。ですから、これまあ、最終的には全体における調査特別委員

会のようなものを作って、そこで出された結果を、この問題に関する最終結論ということに

なりますでしょうが、ただ、今今、今年度どうかというような調査にまだ間に合っていない

ところであります。議会運営委員会の中でそこそこの、ファクターといいましょうか、様々

な要素を洗い出したうえで、そのうえで問題を把握しながら、これは特別委員会の中で議論

しましょう、みんなでやりましょうというところまで絞りたいなと思っております。 
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  それから、議会改革上の電子計算処理組織については、まだあの、特に広報委員会で先に

進めていらっしゃるものですから、これはあの、どのような形が良いのかも含めまして、ま

だ端緒に着いたというところでありまして、いつ、いっかまでに検討、議会、只見町議会と

して、そういったことになるかということについてまで見通して検討しているわけでござい

ません。ただ、一つ言えることは、デジタル推進法以来、それに付随する様々な、いわゆる

コマンドといいましょうか、法律ができております。そして、令和６年の２月に、今までデ

ジタル推進法の事務改善という、事務改善という表現ではないですが、事務改善としておき

ますが、そこから執行当局の分は自分の分だから進めてきたと。しかし、議会は議決機関で

あり別の機関なので、そこは除外してこようという話だったのですが、本年の、申し上げま

したように、２月に、確か２月６日だったと思いますが、全国議長会の、いわゆる当局執行

部側に倣って、一緒に進めようという見解が出てきました。決してあの、各文書の関係も、

先ほど広報委員長が説明しました、公文書管理法だとか、文書については町も様々な、複雑

多岐な要綱規則があります。こういった中での文書の考え方も、いわゆる電子計算組織の運

用ができるようにという内容でありますので、今後、いろんな課題がまだありますから、そ

の辺の課題を整理しながら、これも申し上げましたように特別委員会等開くようになります

が、なかなか人数も限られた中で大きな問題です。いっぺんに進めることはできませんので、

当初に、議員のなり手不足について、まず手掛けましょうという話から進めてきた次第でご

ざいます。 

  以上であります。 

○議長（佐藤孝義君） １０番、鈴木好行君。 

  議長から申し上げますが、委員長報告に対しましては計画と結果を議員に対してでござい

ますので、委員会の内容の質問に対しては、ちょっとご遠慮願いたいなと思います。 

○１０番（鈴木好行君） じゃあ、今、せっかく回答あったんで、続けて発言してよろしいで

すか。 

  だめだって言うんなら、やめます。 

○議長（佐藤孝義君） じゃあ、簡単に質問してください。 

○１０番（鈴木好行君） 丁寧な説明ありがとうございました。 

  それで、やっぱりあの、あれなんですけど、余談になりますけど、これ、調査結果なんで、

ほかの委員会みたいな形で、こうやって、ついてと書いたら、もうちょっと詳しい説明がほ
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しかったなと思って質問をいたしました。 

  今ほどの質問よくわかりました。継続を調査されて、継続して調査をされて、それでしか

るべき時に特別委員会なり全協でみんなで審議していこうという趣旨の説明だったと思いま

すけれども、そう理解してよろしいでしょうか。 

○議会運営委員長（酒井右一君） それでは、議会運営委員会の調査結果についてということ

でありますが、常任委員会と、議会運営委員会と、そもそも趣旨が違いますので、そのため

にこのような内容になっております。 

  もっと言いますと、議会運営委員会そのものは、以前は委員会条例になかったものであり

ます。いわゆる議会の要職にある方々が、こうしようじゃないかというようなことで、法令

に規定はなかったんですが、なかなか、費用弁償だとか、様々な経費だとか、あるいは公務

災害だとか、そういった意味で、年度は忘れましたが、近年、委員会ということで定義され

ております。ですから、議会運営委員会で決められたことは議員は守っていただくというこ

とが大前提にあります。 

それと、議会運営委員会では決められたことの内容については、必ずしも公表するという

ものでもないと、いうことになっております。 

早く言えば、談合みたいなような、そういった委員会であります。なので、詳細について

は省略させていただく場合もございますのでご理解願いたいと思います。 

○議長（佐藤孝義君） ほかにございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶものあり〕 

○議長（佐藤孝義君） なしと認めます。 

それでは、これをもって報告済みといたします。 

委員長は席にお戻りください。 

 

◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎各一部事務組合議会報告 

○議長（佐藤孝義君） 日程第８ 各一部事務組合議会報告について、各一部事務組合議会、

選出されている議員から報告を求めます。 

  最初に、南会津地方広域町村圏組合議会、山岸国夫議員の報告を求めます。 
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  山岸議員、登壇を願います。 

  ８番、山岸国夫君、登壇願います。 

          〔８番 山岸国夫君 登壇〕 

○８番（山岸国夫君） 南会津地方広域市町村圏組合議会報告を報告いたします。 

  本議会の会議内容について、下記のとおり報告します。 

  記。一つ、南会津地方広域市町村圏組合議員の管内視察。日時、令和６年８月９日。場所、

参加者は記載のとおりであります。 

  ２、令和６年第２回南会津地方広域市町村圏組合議会定例会。日時、令和６年８月２９日、

木曜日、午後１時半から。場所は記載のとおりです。出席者は只見町選出の２名、記載のと

おりです。 

  議案第１６号は、令和５年度南会津地方広域市町村圏組合一般会計歳入歳出の決算認定が

行われました。 

  歳入総額は１３億９，４１１万５，０００円で、前年度と比較して３億５，５２２万円、

３４．２パーセントの増、歳出総額は１３億７，６６２万７，０００円で前年度と比較して

３億７，５５８万円、３７．５パーセントの増となり、差引１，７４８万７，０００円の実

質収支額を生じました。決算額の増加の主な理由は、消防出張所・分遣所庁舎整備事業の実

施に伴うもの。財政調整基金は１６５万５，０００円の減額により、２，７１４万５，００

０円の保有高となっております。 

  議案１７号では、令和６年度南会津地方広域市町村圏組合一般会計補正予算（第１号）は、

歳入で前年度繰越金１，３７９万４，０００円。歳出は財政調整基金へ６９５万２，０００

円の積立と予備費に７１８万９，０００円が主でありますけれども、歳入補正額で民生費負

担金（介護認定審査委会費）は補正前の額に変化はありませんけれども、町村別の負担金で

只見町は６４万円の減額となりました。教育費負担金（語学指導事業費）では、３２９万２，

０００円、下郷町の減額補正であります。 

  ３、定例会後に南会津地方広域市町村圏組合議会全員協議会が開催され、協議説明議題と

して下記４件の報告がありました。 

  一つ、消防出張所・分遣所庁舎整備基本計画の改訂（案）について。②消防出張所・分遣

所庁舎整備事業の進捗状況について。③広域圏組合と環境衛生組合統合の進捗条項について。

④統合に係る構成町村の議会で議決を要する議案についてであります。 
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  以上です。 

○議長（佐藤孝義君） 報告は終わりました。 

  ただ今の報告に対し、お聞きしたいことはありませんか。 

  ありませんか。 

  １番、中野大徳君。 

○１番（中野大徳君） 教育語学負担金３２９万２，０００円ですか、下郷町の減額補正とい

う報告でありましたが、これは教師が見つからないということでよろしいんですか。それと

も下郷町はいらないというか、そういうことでしょうか。その内容を教えてください。 

○議長（佐藤孝義君） 委員長。 

○８番（山岸国夫君） 下郷町、単独で外部委託したということであります。 

  これ、ちなみに、広域市町村圏組合として教育行政の中で語学指導員を、主に英語、各市

町村に１名ずつ、大体、派遣しているという事業ですけど、下郷町については単独で外部委

託したということであります。 

○議長（佐藤孝義君） １番、中野大徳君。 

○１番（中野大徳君） 組合ですので、そういった町単独でということも可能なんでしょうか

ね。これは組合に入ってはいらっしゃるけども、この件に関しては単独でもできるというこ

とでよろしいんですか。例えば、只見町の場合、単独でもやろうと思えばできるということ

で、そういう理解でよろしいんでしょうか。 

○議長（佐藤孝義君） 委員長。 

○８番（山岸国夫君） 下郷町が実際に、こういう中で取り組んだ中身ですので、できるとい

う中身だと思います。ただ、今後どうするかというの、検討は、この市町村圏組合の中で検

討していくべき問題だというふうな中身だと思います。 

○議長（佐藤孝義君） ほかにありませんか。 

  ありませんか。 

ないようですので、なしと認めます。 

それでは、これをもって報告済みといたします。 

委員長は席にお戻りください。 

  続いて、南会津地方環境衛生組合議会、目黒道人議員の報告を求めます。 

  目黒議員は登壇願います。 
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  ５番、目黒道人君。 

          〔５番 目黒道人君 登壇〕 

○５番（目黒道人君） それでは、南会津地方環境衛生組合議会報告を行います。 

  記載のとおりですけれども、１番目、令和６年第２回南会津地方環境衛生組合議会定例会

が開会されました。日時、場所、出席者については記載のとおりです。 

  内容についてですが、まずイ、報告第１号 令和５年度主要な施策の成果及び予算執行の

実績に関する報告についてが承認されました。 

  ロ、議案第１２号 令和５年度南会津地方環境衛生組合一般会計歳入歳出決算の認定につ

いてが議決されました。 

  ハ、議案第１３号 令和６年度南会津地方環境衛生組合一般会計補正予算（第２号）が議

決されました。 

  二つ目です。令和６年南会津地方環境衛生組合議会全員協議会がその定例会の後で開会さ

れました。日時、場所、出席者については記載のとおりです。 

  内容ですが、イ、広域圏組合と環境衛生組合統合の進捗について説明がありました。 

  ロ、統合に係る構成町村の議会で議決を要する議案について説明がありました。議員から

は複式簿記への移行はあるか、統合後の議員定数、それからごみ処理有料化についての質問

がありました。 

  報告は以上です。 

○議長（佐藤孝義君） 報告は終わりました。 

  ただ今の報告に対し、お聞きしたいことはありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶものあり〕 

○議長（佐藤孝義君） なしと認めます。 

  それでは、これをもって報告済みといたします。 

  委員長、ご苦労様でした。 

  席にお戻りください。 

 

◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎散会の宣告 
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○議長（佐藤孝義君） 上着の着衣を求めます。 

  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  ご苦労様でした。 

（午前１１時０７分） 
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